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一
、
日
本
自
然
保
護
協
会

か
ら
の
報
告

我
が
会
に
、「
公
益
財
団
法
人 

日
本
自

然
保
護
協
会
」（
理
事
長
：
亀
山 

章
、
以

下
「
N
A
C
S
‐
J
」）
保
護
部
の
若
松

伸
彦
氏
か
ら
電
話
報
告
が
あ
っ
た
。

「
全
国
2
6
7
カ
所
の
陸
上
風
力
発

電
所
計
画
の
中
で
、【
古
平
・
仁
木
・
余

市
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
】
計
画
が
、

ワ
ー
ス
ト
２
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！
」。

そ
の
報
告
を
受
け
た
時
、
そ
の
シ
ョ
ッ

ク
と
共
に
、
不
謹
慎
だ
が
、
そ
れ
に
反

す
る
喜
び
も
湧
き
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、

こ
れ
で
計
画
が
中
止
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
、
関
電
は
諦
め
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
絶
望
か
ら
の
希
望
で
も
あ
っ
た
。

2
0
1
8
年
以
降
、
公
表
さ
れ
た

2
6
7
件
の
「
環
境
影
響
評
価
（
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）」
の
書
類
を
対
象
に
、
保
安

林
や
国
立
公
園
と
の
重
な
り
、
希
少
鳥

類
の
生
息
域
の
有
無
な
ど
、
14
項
目
で

調
査 

分
析
し
た
結
果
な
の
だ
。

そ
し
て
、
4
月
６
日
公
表
の
翌
日
、

P
R
t
i
m
e
s
、
共
同
通
信
な
ど
に

配
信
さ
れ
た
記
事
が
、
主
に
地
方
紙
を

中
心
に
掲
載
さ
れ
た
。

銀山の峰々よ、今のままに、そのままに。



自然保護と生物多様性保全を目的に、1951 年に創
立された日本で最も歴史のある自然保護団体のひと
つ。ダム計画が進められていた尾瀬の自然保護を皮
切りに、屋久島や小笠原、白神山地などでも活動を
続けて世界自然遺産登録への礎を築き、今でも日本
全国で壊れそうな自然を守るための様々な活動を続
けています。「自然のちからで、明日をひらく。」と
いう活動メッセージを掲げ、人と自然がともに生き、
赤ちゃんから高齢者までが美しく豊かな自然に囲ま
れ、笑顔で生活できる社会を目指
して活動している NGO です。山
から海まで、日本全国で自然を調
べ、守り、活かす活動を続けてい
ます。http://www.nacsj.or.jp/

 

表３．特に自然環境への影響の面で強い懸念のある陸上風力発電計画 10 件（NACS-J ホームページより）

4 月 7 日付け東奥日報より

植生自然度
9

面積割合
（％）

植生自然度
10

面積割合
（％）

コウモリ
ハイ

リスク種
の生息地

の有無

イヌ
ワシ

クマ
タカ

保安林
面積割合

（％）

希少鳥類の生息地の有無
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イヌワシ（タカ目タカ科
イヌワシ属）
1965 年に天然記念物に、93
年に種の保存法施行に伴い
国内希少野生動植物種に、
また動物愛護管理法の特定
動物に指定されている。 Wikipedia より

こ
れ
ほ
ど
、
自
然
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
広
域
面
積
の
候
補
地
も
稀
で
全
国

随
一
の
稀
少
地
な
の
だ
。

生
物
多
様
性
、
動
植
物
か
ら
微
生
物

の
果
て
ま
で
保
全
す
る
目
的
の
「
緑
の

回
廊
」
を
取
り
崩
し
て
ま
で
、
何
故
敢

え
て
計
画
を
強
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

か
。
明
ら
か
に
、
自
然
に
対
す
る
配
慮

が
全
く
欠
け
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然

な
の
だ
。

保安林は、森林法によって定められた森
林の一種。木材生産ではなく、水源の保持・
土砂災害の防止・生活環境の向上などの森
林が持つ公益的機能を重視し、機能を発揮
することを一般の森林以上に期待された特
別な森林である。

記
事
に
よ
る
と
、
N
A
C
S
‐
J
は

関
電
に
対
し
て
、

「
真
に
持
続
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
の
た
め
、
生
物
多
様
性
に
重

要
な
地
域
を
避
け
る
べ
き
だ
」
と
全
面

建
設
中
止
す
べ
き
を
求
め
た
が
、
関
電

側
は
「
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
て
い

る
と
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
事
業

計
画
を
検
討
す
る
」
に
止
ま
っ
た
。

そ
れ
が
、
ど
う
配
慮
し
よ
う
に
も
、

配
慮
し
よ
う
が
な
い
ほ
ぼ
1
0
0
％
原

生
林
に
、
64
基
も
の
超
大
型
風
車
を
建

設
可
能
と
す
る
の
か
。
誰
の
目
に
も
明

ら
か
に
無
理
無
謀
な
計
画
。

環
境
相
か
ら
中
止
を
含
む
抜
本
的
見

直
し
を
求
め
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

押
し
通
そ
う
と
し
て
い
る
。
住
民
は
、

そ
の
裏
側
の
抗
争
を
知
る
由
も
な
い
。

二
、「
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
‼
」

何
故
？

そ
の
根
拠
と
な
る
、
そ
の
全
国
ワ
ー

ス
ト
10
の
表
と
評
価
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

ワ
ー
ス
ト
１
の

「
宗
谷
管
内
風
力

発
電
事
業
」（
面
積

「緑の回廊」は、自然生態系の保護に関する生態
学の用語であり、ヒトの生活圏によって分断された
野生生物の生息地間をつなぎ、主に動物種の移動を
可能とすることで生物多様性を確保するための植物
群落や水域の連なりを指す。人工的に設けられたも
のを指す場合が多いが、同様 の効果を持つものなら
ば意図せず形成されたものに対しても用いられる。

原生林は、
ある程度昔か
ら 現 在 ま で、
伐採や災害な
どによって破
壊（森林破壊）
されたことが
なく、またほ
とんど人手が
加えられたことのない自然のまま
の森林をさす。それらが一切無い
ものを原始林というが、それに準
ずるものである。

は
東
京
23
区
の
2
倍
以
上
で
南
北
1
5
0
ｋ
ｍ
も
あ

る
広
大
な
地
域
で
1
5
0
基
の
計
画
で
、
地
域
内
は

保
護
林
や
多
数
の
絶
滅
危
惧
種
の
生
息
が
予
想
さ
れ

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ど
の
場
所
に
事
業
を
実
施
さ
れ

る
か
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
で
は
正
し
い
環
境
影

響
評
価
は
行
え
ず
、
そ
も
そ
も
環
境
配
慮
書
の
体
が

成
り
立
っ
て
お
ら
ず
、
範
囲
を
絞
り
再
作
成
の
必
要

が
あ
る
と
い
う
危
う
さ
の
た
め
1
位
に
あ
げ
た
。

そ
の
上
で
、
2
位
の
関
電
に
よ
る
仁
木
等
の
風
力

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
全
国
何
百
も
の
風
力
案
件

を
見
て
き
た
立
場
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
全
域
が
保
安
林

1
0
0
%
な
ど
と
い
う
内
容
は
他
に
類
例
を
見
ぬ
唯

一
の
区
域
で
、
そ
の
植
生
自
然
の
点
に
お
い
て
こ
の

計
画
は
１
番
酷
い
、
実
質
の
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
と

の
こ
と
）
に
次
ぐ
こ
の
事
業
。
何
と
、
6

位
ま
で
が
、
環
境
立
県
、
北
海
道
・
東

北
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。（
右
頁
下
）

❶ 

仁
木
余
市
古
平
の
全
体
計
画
地
の
面
積

割
合
が
、
自
然
度
９
が
95
％
、
自
然
度

10
が
２
％
、
計
97
％
も
原
生
林
で
占
め

ら
れ
て
い
る
。

❷ 

水
源
確
保
や
土
砂
災
害
防
止
の
た
め

に
伐
採
が
規
制
さ
れ
、
建
設
に
は
国
や

知
事
の
指
定
解
除
が
必
要
な
保
安
林
が

1
0
0
％
。

❸ 

希
少
生
物
の
生
息
地
の
有
無
で
は
、
全

国
に
5
0
0
羽
し
か
い
な
い
天
然
記

念
物
の
絶
滅
危
惧
種
「
イ
ヌ
ワ
シ
」
が
、

こ
こ
一
帯
に
生
息
し
て
い
る
。

林野庁 HP より

Wikipedia より
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三
、
中
國
外
資
の
暗
躍

1
位
3
位
の
「
株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」
は
、

完
全
に
「
豊
田
通
商
（
中
国
）
有
限
公
司
」

の
子
会
社
で
あ
り
、
強
引
で
確
信
犯
的

な
手
法
の
企
業
。
過
去
10
年
で
50
件
の

計
画
を
進
め
、

撤
退
例
無
し
。

4
位
6
位
の「
株

式
会
社
グ
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン

ト
」
も
同
族
会

社
、
し
か
も
石

狩
に
建
設
中
の

「
石
狩
湾
新
港
洋

上
風
力
発
電
事

業
」
の
事
業
主

で
も
あ
る
。
共

に
、
環
境
へ
の

悪
影
響
で
の
偏

差
値
指
数
が
最

も
高
い
ワ
ー
ス

ト
ト
ッ
プ
２
で

あ
る
。

ま
さ
に
中
国

資
本
采
配
の
構

図
縮
図
で
あ
る
。

四
、
情
報
公
開
と
生
物
多

様
性
の
保
全

上
記
の
理
由
の
他
に
、
N
A
C
S
‐
J

は
、
役
場
だ
け
昨
年
6
月
の
1
か
月
間

の
み
縦
覧
で
き
た
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
の
図
書
資
料
が
、
何
故
常
時
、
情

報
公
開
さ
れ
な
い
の
か
、
何
故
我
々
町

民
の
眼
に
晒さ

ら

さ
れ
な
い
の
か
、
何
故
議

論
の
論
拠
を
隠
す
の
か
、
疑
問
を
呈
し

て
い
る
。当
然
で
あ
る
。不
正
を
暴
か
れ
、

指
摘
さ
れ
る
の
を
恐
れ
る
余
り
、
隠
蔽

し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
許
諾
し
て
い
る
国
の
制
度
の
在

り
方
も
問
い
た
い
。

持
続
可
能
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
な
ら
ば
、
何
故
、
生
物
多
様
性
を
永

続
的
に
保
全
し
よ
う
と
す
る
住
民
と
の

合
意
形
成
に
道
を
開
か
な
い
の
か
。

そ
の
為
の
話
し
合
い
の
場
を
、
何
故

持
て
な
い
の
か
。
何
故
避
け
る
の
か
。

何
故
、
約
束
を
反
故
に
出
来
る
の
か
。

何
故
、
そ
れ
が
正
々
堂
々
と
罷ま

か

り
通
っ

て
、
許
さ
れ
る
の
か
。

五
、
世
間
常
識
を
外
れ
た

関
電
の
対
応

関
電
は
、
22
年
9
月
の
会
か
ら
の
説

明
会
開
催
要
求
書
に
対
し
、
翌
月
20
日

付
け
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

本
部
か
ら
「
農
閑
期
で
の
開
催
を
約
束

す
る
‥
‥
」
と
の
紙
面
文
書
を
送
付
さ

れ
て
来
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
未
だ
に
開

か
れ
て
い
な
い
。
再
び
と
今
は
農
繁
期
。

こ
の
町
民
と
の
約
束
を
、
い
と
も
簡

単
に
破
る
企
業
の
体
質
は
、
毎
月
の
よ

 

余市町豊丘地区奥地保安林地帯

（NACS-J ホームページより）

出典：グリーンパワーインベストメント
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う
に
報
道
さ
れ
る
関
電
の
不
祥
事
が
、

そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
不
誠
実
な
姿
勢
が
、
到
底
自
然

へ
の
畏
敬
や
保
護
や
育
成
と
い
う
愛
護

の
心
を
持
つ
は
ず
も
な
い
の
だ
。
自
然

再
生
と
い
う
美
名
に
隠
れ
た
利
権
悪
徳

業
者
と
い
う
も
憚

ば
ば
か
ら
な
い
。
道
も
、
町

も
、
住
民
も
、
何
故
安
易
に
同
意
出
来

る
か
。
何
か
表
沙
汰
に
で
き
な
い
裏
交

渉
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
，
関
電
に
「
計
画
段
階

環
境
配
慮
書
に
関
す
る
意

見
書
」

ち
な
み
に
、
日
本
自
然
保
護
協
会
は
、

昨
年
6
月
30
日
、
関
電
に
対
し
て
「
計
画

段
階
環
境
配
慮
書
に
関
す
る
意
見
書
」

を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
具

体
的
に
植
生
物
、
植
生
域
を
示
し
て
迫

る
も
の
で
あ
る
。

「
今
後
の
課
題
と
提
言
」

そ
し
て
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
の
結
論

も
6
月
の
「
意
見
書
」
と
同
様
と
し
て
、

事
業
者
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

2
0
2
2
年
6
月
30
日

関
西
電
力
株
式
会
社 

御
中

（
仮
称
）
古
平
・
仁
木
・
余
市

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業

計
画
段
階
環
境
配
慮
書
に
関

す
る
意
見
書

〒
1
0
4
‐
0
0
3
3 

東
京
都
中
央
区
新
川 

1
‐

16
‐
10 

ミ
ト
ヨ
ビ
ル 

2
F 

公
益
財
団
法
人 

日
本
自
然
保
護
協
会

理
事
長 

亀
山 

章

日
本
自
然
保
護
協
会
は
、 

自
然
環
境
と

生
物
多
様
性
の
保
全
の
観
点
か
ら
、 

北

海
道
古
平
町 

仁
木
町
、 

余
市
町
お
よ
び

共
和
町
で
計
画
さ
れ
て
い
る 

（
仮
称
） 

古

平
仁
木
・
余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事

業
（
事
業
者
：
関
西
電
力
株
式
会
社
、 

最

大
総
出
力
： 

2
6
8
，
8
0
0

kW
、 

基
数
： 

最
大 

64 

基
） 

の
計
画
段
階
配
慮
書 

に
関

し
て
意
見
を
述
べ
る
。

本
事
業
は
下
記
の
よ
う
な
懸
念

が
あ
り
、 

生
物
多
様
性
の
喪
失
な
ど

の
自
然
環
境
面
で
の
多
大
な
影
響 

が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、 

事
業
計
画

を
中
止
す
る
か
、 
事
業
実
施
想
定
区

域
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要 

で
あ

る
。（
赤
字
・
傍
線
は
筆
者
付
）

この銀山の尾根伝いに 10 基建つカルテル事件の発端は関電
（2023/3/31 付け読売新聞）

説明会要請への関電からの
回答文（2022/10/20）

1
，
事
業
実
施
想
定
範
囲
の
ほ

ぼ
全
域
が
自
然
度
9
と
10
の
エ

リ
ア
で
あ
る

事
業
実
施
想
定
範
囲
に
は
、 

風
力
発
電

機
の
設
置
想
定
範
囲
の
尾
根
部
を
中
心

に
植
生
自
然
度
9
の
エ 

ゾ
イ
タ
ヤ
ー
シ

ナ
ノ
キ
群
落
な
ど
が
広
範
囲
に
分
布
し
、 

一
部
の
稜
線
東
側
の
風
背
斜
面
に
は
植

生
自
然 

度
10
の
高
径
草
原
群
落
が
分
布

す
る
。 

事
業
実
施
想
定
範
囲
の
東
寄
り

の
ル
ベ
シ
ベ
山 

（
7
9
3
・
1
m
） 

に 

は

マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
波
反
射
板
が
あ
り
、

ル
ベ
シ
ベ
山
よ
り
も
東
の
稜
線
沿
い
に

は
登
山
道
が
存
在
す
る
が
、
ル
ベ
シ
ベ

山
の
西
側
に
は
、
既
設
の
登
山
道
も
林

道
も
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、 

風
力
発

電
機
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
工
事
用

道
路
を
新
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
広
範

5



囲
の
土
地
の
改
変
お
よ
び
立

木
の
伐
採
が
予
想
さ
れ
る
。

事
業
実
施
想
定
範
囲
は
、 

自

然
林
が
広
範
囲
に
分
布
す
る

西
側
の
積
丹
半
島
中
央
部
と

東
側
の
余
市
岳
と
の
間
に
位

置
し
、 

同
地
域
の
森
林
が
失

わ
れ
る
こ
と
で
、 

自
然
林
の

連
続
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
面

で
重
要
な
森
林
を
広
範
囲
に
開
発
す
る

行
為
は
、 

自
然
環
境
保
全
上
、
行
う
べ
き

で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
本
地
域
に
建
設

を
計
画
し
た
事
業
者
の
見
識
が
問
わ
れ

る
。

2
，
道
指
定
の
余
市
鳥
獣
保
護

区
の
余
市
特
別
保
護
地
区

事
業
実
施
想
定
範
囲
内
に
は
、
稲
倉

石
山
東
側
の
余
市
鳥
獣
保
護
区
お
よ
び

余
市
特
別
保
護
地
区
が
含
ま
れ
る
。
鳥

獣
保
護
区
は
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
を
図
る
た

め
に
指
定
さ
れ
る
区
域
で
あ
り
、
特
に

特
別
保
護
地
区
を
事
業
想
定
範
囲
内
に

含
め
た
こ
と
は
、
自
然

保
護
上
の
問
題
が
大
き

い
。
森
林
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
目
的
と

し
た
余
市
鳥
獣
保
護
区

お
よ
び
余
市
特
別
保
護

地
区
を
事
業
実
施
想
定

範
囲
か
ら
は
除
外
す
べ

き
で
あ
る
。

以
上

よ
っ
て
以
上
の
N
A
C
S
‐
J
の

結
論
は
、
住
民
と
の
十
分
な
話
し
合
い

の
場
を
設
け
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
れ
を

等な
お
ざ
り閑
に
し
て
、
未
だ
に
一
度
の
町
と
町

民
と
の
集
会
も
、
町
長
が
約
束
し
た
説

明
会
も
開
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
反

し
、
事
業
者
は
、
粛
々
と
し
て
計
画
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
停
滞
し
た
状
況
を
、

国
は
、
道
は
、
町
は
、
ど
の
よ
う
に
打

破
し
て
行
く
の
か
。

こ
の
発
表
に
前
後
し
て
、
青
山
繁
晴

参
議
院
議
員
の
経
済
産
業
委
員
会
の
質

疑
に
対
し
て
、
国
の
最
終
責
任
管
轄
、

経
産
省
に
お
け
る
西
村
大
臣
の
答
え
を

傾
聴
し
た
い
。

七
，「
緑
の
回
廊
」
青
山

議
員
国
会
質
疑

3
月
17
日
、
青
山
繁
晴
議
員
が
、【
経

済
産
業
委
員
会
】
の
国
会
質
疑
に
て
風

力
発
電
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

（
出
典
及
び
画
像
：https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=Lvx0iAeU

tuQ

よ
り
）

Q
：
青
山
繁
晴
議
員

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
森
の
中
の
風

力
発
電
の
問
題
に
つ
い
て
。
か
つ
て
岩
淵

議
員
が
、「
再
エ
ネ
だ
か
ら
、
風
力
発
電

が
皆
イ
イ
訳
で
は
な
く
問
題
が
あ
る
」

と
請
求
さ
れ
ま
し
て
、
党
派
を
超
え
て
、

大
変
感
激
し
ま
し
た
。
党
利

党
略
で
は
な
く
て
、
国
益
を

踏
ま
え
て
言
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

事
実
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、
日
本
に
は

国
有
林
と
い
う
保
存
さ
れ
て

い
る
森
林
が
あ
る
訳
で
す
け

ど
、
そ
の
中
に
国
策
と
し
て

「
緑
の
回
廊
」
っ
て
あ
る
ん

で
す
ね
。
こ
れ
が
、
一
般

に
知
ら
れ
て
い
る
か
は
ど
う

か
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
の

で
す
が
。「
回
廊
」
と
い
う
意
味
は
、
森
の

中
で
は
野
生
動
物
は
、
動
か
な
い
と
い
け

な
い
。
渡
り
鳥
だ
け
で
は
な
く
て
、
森
の

中
で
は
、
野
生
動
物
は
自
分
た
ち
の
ル
ー

ト
を
使
っ
て
動
く
訳
で
す
よ
ね
。

「
緑
の
回
廊
」
と
い
う
の
は
、
国
有
林
、

日
本
の
森
林
の
中
で
も
、
野
生
動
物
の
動

く
ル
ー
ト
を
一
番
確
保
し
ま
し
ょ
う
と
、

い
う
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
所
が
で
す
ね
、

そ
こ
に
課
長
レ
ベ
ル
の
通
達

4

4

4

4

4

4

4

4

で
、「
緑
の

回
廊
」
に
大
型
の
巨
大
風
車
が
、
大
量

に
設
置
し
て
良
し
と
い
う
の
が
行
わ
れ
て

い
て
、
そ
れ
が
、
実
は
農
水
省
の
資
料
を

見
ま
す
と
4
カ
所
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
具

体
的
に
言
う
と
、
宮
城
の

奥
羽
山
脈
の
尾
根
筋
の
水

の
確
保
が
一
番
大
事
な
部

分
で
、
風
車
は
尾
根
筋
に

横
に
並
べ
て
、
大
量
に
設

置
し
て
良
し
と
す
る
、
通

達
を
出
し
て
い
る
。

こ
れ
が
奥
羽
山
脈
で
言

う
と
1
5
0
基
、
同
じ

青
森
県
の
尾
根
筋
で
言
う

と
1
3
0
基
。
工
事
で

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

ド
ロ
ー
ン
の
写
真
で
見
ま

NACS-J ホームページより
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す
と
、
言
葉
を
失
う
よ
う
な
無
残
な
状
況

な
ん
で
す
。

「
こ
れ
一
体
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と

い
う
事
で
、
今
日
は
委
嘱
審
査
で
あ
っ
て
、

農
水
省
に
無
理
に
お
い
で
い
た
だ
け
な

か
っ
た
ん
で
す
が
。
所
管
違
い
で
は
な
く

て
、
こ
の
よ
う
に
風
力
発
電
の
マ
イ
ナ
ス

面
の
自
然
破
壊
を
助
長
悪
化
さ
せ
る
行

為
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
担
当
官
庁
で
あ

る
経
産
省
も
当
然
、
正
当
に
関
与
さ
れ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
西
村
大
臣
の
お

考
え
を
お
聴
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
こ
れ
、
国
会
審
議

が
行
わ
れ
て
い
な
い
で
す
よ

ね
、
こ
の
通
達
に
つ
い
て
。

西
村
大
臣
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

A
：
西
村
経
産
大
臣

再
生
可
能
エ
年
ル
ギ
ー

は
共
生
、
環
境
の
保
全
な

ど
初
め
て
で
す
。
前
提
に

再
エ
ネ
を
最
大
限
導
入
し

て
行
く
と
い
う
事
、
36
％

38
％
、
2
0
3
0
年
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

風
力
発
電
に
つ
い
て
も

2
0
3
0
年
５
％
拡
大
す

る
と
い
う
事
で
、
ご
指
摘

の
よ
う
に
共
生
、
環
境
配

慮
を
行
う
事
の
前
提
で
、

設
置
の
立
地
を
促
す
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
ご

指
摘
の
「
緑
の
回
廊
」
で

あ
り
ま
す
け
ど
、
事
業
者

の
中
に
は
、
そ
の
活
用
を

求
め
る
一
方
で
、
野
生
動

物
移
動
経
路
確
保
の
た
め

に
林
野
庁
が
設
定
し
て
お

り
ま
す
国
有
林
内
で
の
区

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
再

エ
ネ
の
設
置
に
際
し
て
は
、

事
業
者
が
環
境
影
響
評
価

手
続
き
を
行
い
、
適
切
な

日本共産党の岩渕友議
員。大規模な風力発電
施設の集中立地は地域
と共生できないと指摘
し、事業の中止を迫り
ました。

環
境
配
慮
を
講
じ

て
い
る
か
を
林
野

庁
は
確
認
し
た
上

で
、
当
該
区
域
の

貸
し
付
け
を
行
う

こ
と
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

① 

現
時
点
で
「
緑

の
回
廊
」
で
計
画

さ
れ
て
い
る
再
エ

ネ
事
業
へ
の
貸
付

許
可
が
出
た
案
件

は
な
い
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

② 「
再
エ
ネ
特
措
法
」
に
お
い
て
は
、
環

境
法
令
順
守
を
事
業
者
に
求
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
仮
に
貸
付
許
可
取
得
前
に

事
業
を
始
め
る
な
ど
環
境
法
令
違
反
、

順
守
違
反
が
認
め
ら
れ
た
な
ら
、
認
定

取
り
消
し
な
ど
含
め
て
厳
正
に
対
処

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③ 

な
お
、
現
在
認
定
済
み
の
ご
指
摘
の
４

案
件
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
国
有
林
地

の
貸
付
許
可
は
現
在
未
取
得
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

④ 

引
き
続
き
、
国
有
林
野
法
な
ど
関
係
法

令
に
基
づ
く
手
続
き
を
、
そ
の
状
況
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上
で
厳
格
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

緑の回廊（出典：中部森林管理局 HP より）

出典：中部森林管理局 HP より

緑の回廊（コリドー）イメージ図

出典：東北森林管理局 HP より

7



Q
：
青
山
議
員

今
の
大
臣
の
ご
答
弁
を
、
敢
え
て
自
分

の
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
、「
お
か
し
な

こ
と
の
前
に
は
、
経
産
省
は
、
自
分
の

前
に
立
ち
は
だ
か
る
」
と
理
解
し
ま
し
た

の
で
、
そ
こ
は
、
ま
さ
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
超
党
派
で
現

場
を
見
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
岩
淵
議

員
の
ご
質
問
に
あ
っ
た
事
を
含
め
て
、
例

え
ば
、
山
の
中
に
風
力
発
電
を
作
ろ
う
と

思
っ
た
な
ら
、
当
然
、
機
材
を
運
ぶ
道
路

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
道
路
は
、と
っ

て
も
狭
い
の
で
す
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
そ
の
道
路
を
建
設
す
る

た
め
に
は
、
何
倍
も
の
山
の
中
を
切
り
拓

い
て
、
見
る
と
無
残
な
も
の
で
、
そ
の
為

に
地
崩
れ
が
現
実
に
起
き
て
お
り
ま
す
、

何
カ
所
も
何
カ
所
も
。
日
本
は
水
の
国
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
自
ら
破
壊
す
る

行
為
に
、
政
府
も
関
与
し
て
い
る
と
い
う

の
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
万
能
論
」

と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
大
き
な
間
違
い
を

生
む
し
、
日
本
は
森
が
豊
か
な
だ
け
に
、

ど
う
し
て
も
感
覚
が
鈍
い
。
チ
ョ
ッ
ト
位

削
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
観
念
が

お
か
し
い
と
思
う
の
で
す
。（
後
略
）

八
、
認
め
ら
れ
な
い
今
回

の
事
業
計
画

西
村
経
産
大
臣
の
答
弁
の
中
で
、
あ

え
て
番
号
を
振
っ
た
①
と
②
に
お
い
て
、

「
古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
事
業
」
は
、
自
然
度
や
稀
少
野
生
動

物
生
息
の
観
点
か
ら
も
、
当
然
経
産
省

と
し
て
は
、
該
当
に
当
た
ら
ず
、
認
め

ら
れ
な
い
。
仮
に
、
町
が
「
保
安
林
解

除
」
を
道
に
申
請
し
て
、
工
事
を
行
っ

た
な
ら
ば
、
環
境
法
令
違
反
、
順
守
違

反
で
、
認
定
取
り
消
し
と
い
う
処
罰
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
③
の
国
有
保
安

林
1
0
0
％
の
山
頂
の
尾
根
伝
い
に
、

貸
付
許
可
が
出
る
こ
と
は
、
到
底
有
り

得
な
い
。

既
に
、
昨
年
8
月
23
日
に
お
い
て
、

経
産
省
は
、
関
電
に
対
し
て
、
5
日
の

環
境
相
に
続
き
、
厳
し
い
意
見
書
を
詳

細
に
4
ペ
ー
ジ
に
亘
り
、
次
項
の
と
お

り
述
べ
て
い
る
。
題タ

イ
ト
ル目
の
み
列
挙
す
れ

ば
。（「

仁
木
風
」
H
P
、「
今
日
ま
で
の
足

跡
」
参
照
）

１
，
総
論

⑴ 

対
象
事
業
実
施
区
域
等
の
設
定

崩れる！

流れる！

倒れる！

盛土（もりど）工事

切土・盛土・大型土のう工などを行い整備していく

地下排水管工事／地下埋設暗渠（あんきょ）工事
www.denka.co.jp

www.youtube.com/watch?v=C-qsH_e66T8

www.biz.ne.jp
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⑵ 

累
積
的
な
影
響

⑶ 

環
境
保
全
措
置
の
検
討

⑷ 

事
業
計
画
の
見
直
し

⑸ 

関
係
機
関
等
と
の
連
携
及
び
地
域
住
民

等
へ
の
説
明

２
，
各
論

⑴ 

騒
音
に
係
る
影
響

⑵ 

水
環
境
に
対
す
る
影
響

⑶ 

風
車
の
影
に
係
る
影
響

⑷ 

土
地
の
改
変
に
伴
う
自
然
環
境
に
対
す

る
影
響

⑸ 

鳥
類
に
対
す
る
影
響

⑹ 

植
物
及
び
生
態
系
に

対
す
る
影
響

⑺ 

景
観
に
対
す
る
影
響

⑻ 

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活

動
の
場
に
対
す
る
影
響

以
上
の
検
討
の
経
緯
及
び
内
容

に
つ
い
て
、「
方
法
書
」
以
降
の

図
書
に
適
切
に
記
載
す
る
こ
と

を
、
関
電
に
通
達
し
て
い
る
。

九
、道
新
、G
７
「
環

境
相
会
合
」
に
一
石

さ
る
4
月
22
日
、
仁
木
町
で
の

第
11
回
目
の
学
習
会
。「
小
樽
余
市
周
辺

の
地
形
と
地
質
の
特
徴
―
地
質
災
害
に

備
え
る
た
め
に
―
」
と
題
し
て
、
北
海

道
教
育
大
学
・
岡
村
聡
名
誉
教
授
、
地

質
調
査
士
・
石
崎
俊
一
、
石
井
正
之
氏

の
三
者
に
よ
る
講
演
会
が
あ
っ
た
。
そ

の
詳
細
は
次
号
に
譲
る
が
、
早
速
道
新

は
、
国
の
政
策
の
在
り
方
に
対
し
て
疑

義
を
呈
し
て
い
た
。

〈
小
樽
後
志
〉
風
力
発
電
地
域

見
据
え
た
対
話
を　
　

北
海
道
新
聞　

W
E
B
サ
イ
ト
／
つ
れ

づ
れ
＠
余
市
支
局　
2
0
2
3
年
4
月
21
日
付 

札
幌
で
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
相
会
合
が
開
幕
し
た

１
５
日
、
仁
木
町
内
で
風
力
発
電
に
関
す

る
勉
強
会
が
あ
っ
た
。
市
民
団
体
「
仁
木

町
の
風
力
発
電
を
考
え
る
会
」
の
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
風
車
学
習
会
。
小
樽
や
余
市
、
仁
木
周

辺
で
進
む
計
画
に
つ
い
て
、
専
門
家
３
人

が
周
辺
の
地
形
や
地
質
に
つ
い
て
講
演
、

約
５
０
人
が
意
見
交
換
し
た
。

道
教
大
の
岡
村
聡
名
誉
教
授
は
「
計
画

地
は
地
滑
り
が
多
発
し
た
場
所
。
大
規

模
な
風
車
建
設
が
誘
発
す
る
危
険
性
が

あ
る
」
と
指
摘
。
主
催
者
か
ら
は
事
業
へ

の
反
対
署
名
が
１
万
５
９
０
０
筆
を
超
え

た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
や
今
後
の
経
済
成
長

の
鍵
を
握
る
と
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
道
内
は
風
力
発
電
を
中
心
に
新
規

参
入
計
画
が
相
次
ぐ
。
た
だ
計
画
を
巡
っ

て
は
各
地
で
住
民
と
の
摩
擦
が
生
じ
て
い

る
の
も
事
実
だ
。
考
え
る
会
は
計
11
回
の

勉
強
会
を
通
じ
て
知
識
を
深
め
、
瀬
川
裕

人
代
表
は
「
住
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

巨
大
な
風
車
を
建
て
る
意
味
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
」
と
訴
え
る
。

環
境
相
会
合
で
は
再
エ
ネ
推
進
が
う
た

わ
れ
、道
と
札
幌
市
は
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
地
と
し
て
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
。

で
あ
れ
ば
住
民
理
解
は
不
可
欠
の
は

ず
。地

域
を
見
据
え
た
対
話
が
求
め
ら
れ

る
。

（
伊
藤
圭
三
）

4 月 15 日仁木町民センターにて第 11 回学習会。
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形
だ
け
の
G
7
と
環
境
相
。
今
更
、

何
の
意
義
が
あ
る
の
か
。
世
界
は
、
真

剣
に
自
然
環
境
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
。

一
皮
む
け
ば
、
再
エ
ネ
は
利
権
ビ
ジ
ネ

ス
で
あ
っ
て
、
真
に
自
然
も
環
境
も
美

名
だ
け
が
往
来
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

欧
米
は
、
現
実
に
再
エ
ネ
の
無
力
を
知
っ

た
の
だ
。
風
力
も
ソ
ー
ラ
ー
も
、
既
に

遺
跡
と
化
し
て
い
る
。
そ
の
在
庫
処
分

に
、
日
本
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

日
本
は
草
刈
り
場
、ゴ
ミ
捨
て
場
。
何
故
、

世
界
総
が
か
り
の
日
本
取
り
込
み
、
追

い
落
と
し
に
気
付
か
な
い
の
か
。

即
、
目
を
覚
ま
し
た
し
。

十
、「
洋
上
風
力
の
凋

落
！
」
や
が
て
、
日
本
も

突
如
、
22
日
付
の
「
日
経
」
に
、
不

穏
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。

洋
上
風
力
の
世
界
最
大
手
デ
ン
マ
ー

ク
「
オ
ー
ス
テ
ッ
ド
」
社
に
陰
り
が
見

え
て
き
た
の
だ
。

原
材
料
高
騰
と
コ
ス
ト
負
担
。
そ
し

て
、
売
電
価
格
下
落
に
よ
り
株
価
は
ピ
ー

ク
時
の
半
値
。

皮
肉
に
も
、
米
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル

な
ど
の
化
石
燃
料
組
が
、
3
割
増
収
。

脱
炭
素
投
資
は
2
割
減

少
。
ド
イ
ツ
の
為て

い
た
ら
く体
を
見

よ
。こ

の
世
界
的
潮
流
は
、

歯
止
め
が
効
か
な
い
。
最

早
、
時
代
の
花
形
で
も
、

成
長
株
で
も
な
い
の
だ
。

間
も
な
く
、
こ
の
激
震

は
日
本
を
も
直
撃
す
る
だ

ろ
う
。

予
測
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
化
燃
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
電
源
な
し
の
風
車
は
元

よ
り
脆
弱
な
の
だ
。

風
車
は
、
脱
炭
素
で

も
、
温
暖
化
防
止
で
も
な

い
。
た
だ
の
利
権
屋
の
投

資
フ
ァ
ン
ド
に
過
ぎ
な
い
。

十
一
、
他
山
の
石

と
す
べ
き
留
寿
都

村
の
失
態

突
然
、
知
人
の
長
谷
川

裕
崇
氏
か
ら
一
通
の
メ
ー

ル
が
送
付
さ
れ
て
来
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

「
―
保
証
人
の
い
な
い
契

日本経済新聞 2023 年４月 22 日付けより
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約
書
の
取
り
交
わ
し
―
」
の
実
態
が
露

わ
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
こ
れ
も
留
寿

都
村
で
起
こ
っ
た
風
車
問
題
の
と
ん
で

も
な
い
顛
末
だ
っ
た
。
ル
ス
ツ
高
原
ス

キ
ー
場
の
約
19
万
㎡
の
山
上
に
風
車
15

基
を
建
設
し
、
前
述
の
ワ
ー
ス
ト
・
ト
ッ

プ
3（
4
ペ
ー
ジ
）外
資
の
合
同
会
社「
イ

ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
25
年
間

貸
し
出
す
と
い
う
契
約
を
交
わ
し
、
事

業
を
開
始
。
村
は
、
僅
か
の
地
代
と
20

年
で
10
億
円
の
寄
付
に
目
が
眩
ん
だ
の

か
。
と
こ
ろ
が
、
事
業
者
の
常
套
手
段
、

倒
産
と
投
資
フ
ァ
ン
ド
目
的
の
S
P
C

（
合
同
会
社
）
へ
の
転
売
に
依
る
責
任
逃

れ
。
貸
借
人
の
責
務
履
行
の
連
帯
保
証

人
に
署
名
捺
印
が
無
く
、

社
名
に
は
保
証
人
が
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
。
違
法

の
契
約
書
を
取
り
交
わ
し

て
い
た
の
だ
。
何
と
い
う

2022 年 9 月 1 日『月間何でも特選隊』より

2018 年 6 月 16 日付け北海道新聞より

杜ず
さ
ん撰
さ
。
将
来
予
測
し
た
事
件
が
、
し

か
も
道
内
で
既
に
起
こ
っ
て
い
た
と
は
。

工
事
申
請
は
、
村
長
か
ら
道
知
事
へ
、

そ
し
て
経
産
大
臣
へ
の
手
続
き
完
了
。

先
の
大
臣
の
答
弁
も
甚
だ
危
う
い
。

言
葉
で
上う

わ
べ辺
を
繕
つ
く
ろ
う
が
、
実
態
は
隠
れ

て
い
た
。

長
谷
川
氏
が
大
臣
へ
、
確
定
通
知
無

効
の
訴
状
を
出
し
た
が
、
札
幌
地
裁
で

は
却
下
の
判
決
。
全
部
不
服
と
し
て
さ

11



ら
に
札
幌
高
裁
に
控
訴
。
し
か
し
、
令

和
４
年
12
月
９
日
判
決
言
渡
し
が
あ
り
、

控
訴
棄
却
の
原
告
敗
訴
と
な
っ
た
。
か

く
も
、
目
の
行
き
届
か
な
い
所
で
、
不

正
が
尤

も
っ
と
も
ら
し
く
罷ま
か

り
通
っ
て
い
る
の

だ
。正

に
特
措
法
の
ザ
ル
法
と
課
長
ク
ラ

ス
の
盲め

く
ら
ば
ん判
で
、
公
共
事
業
は
施
行
さ
れ
、

最
後
は
、
自
然
が
泣
き
、
国
民
が
泣
く
。

山
上
の
風
車
を
撤
去
す
る
の
は
村
。

一
基
３
億
。
15
基
で
45
憶
を
支
払
う
の

は
村
民
な
の
だ
。
何
処
に
そ
の
財
源
が

あ
る
と
い
う
の
だ
。
今
の
国
の
あ
り
よ

う
は
、
救
い
難
い
。

仁
木
町
も
、
余
市
町
も
、
古
平
町
も
、

留
寿
都
の
二
の
舞
い
と
な
ら
ぬ
よ
う
、

首
長
は
以
て
他
山
の
石
と
す
べ
き
だ
。

十
三
、
仄ほ

の

か
に
明
か
り
が

こ
の
４
月
19
日
（
水
）
13
時
半
よ
り
、

役
場
「
委
員
会
室
」
に
て
、
さ
る
3
月

22
日（
水
）に
付
託
さ
れ
た
陳
情
書
の『
今

後
の
審
査
の
進
め
方
』
を
、
委
員
及
び

横
関
議
長
、
計
9
名
出
席
の
許
「
総
務

経
済
常
任
委
員
会
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。

そ
の
際
、
傍
聴
も
許
さ
れ
、
こ
ち
ら
か

ら
10
名
ほ
ど
が
出
席
し
た
。
い
よ
い
よ
、

風
車
問
題
が
、
公
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
最
初
。
第
一
関
門
で
あ
っ
た
。

① 

町
側
へ
の
資
料
要
求
に
つ
い
て

② 

町
側
へ
の
出
席
要
求
に
つ
い
て

③ 

参
考
人
の
意
見
聞
き
取
り
に
つ
い
て

　

④ 

議
会
の
総
務
経
済
常
任
委
員
会
日
程

　

に
つ
い
て

① 

町
側
へ
の
資
料
要
求
に
つ
い
て

配
慮
書
に
開
す
る

・
仁
木
町
、
余
市
町
が
道
知
事
へ
提
出
し

た
意
見
書
と
そ
の
回
答
（
下
記
文
書
「
今

日
ま
で
の
足
跡
」
参
照
）

・
自
然
保
護
団
体
か
ら
の
意
見
書（
5
ｐ
参
照
）

・
経
済
産
業
大
臣
か
ら
の
意
見

書
（
9
ｐ
参
照
）

・
町
で
対
応
し
て
き
た
事
項
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
き
た
の
か
時
系

列
に
沿
っ
て
ま
と
め
る

 

② 

町
側
へ
の
出
席
要
求

に
つ
い
て

・
町
長
、
副
町
長
、
総
務
謀
長
、

財
務
課
、
住
民
環
境
課
長
、

教
育
長
（
開
係
す
る
課
の

課
長
）

 

③ 

参
考
人
の
意
見

聞
き
取
り
に
つ
い

て・
陳
情
書
の
主
旨
説

明
と
意
見
聞
き

取
り
を
行
う

・
参
考
人
は
代
表
ほ

か
2
名
の
計
3

名さ
て
、
来
る
5

月
11
日
は
、
会
側

か
ら
3
名
出
席
し
て
「
意
見
聞
き
取
り
」

に
つ
い
て
の
主
旨
説
明

令和 4 年 8 月 17 日、佐藤仁木町長が、鈴木
道知事に提出した「計画段階配慮書」につい
ての回答。（「仁木風」HP『今日までの足跡』参照）

北海道新聞 2023 年 3 月 23 日付けより

が
行
わ
れ
る
。
我
々
の
声

が
、
初
め
て
会
議
場
で
響

く
記
念
す
べ
き
日
に
な
ろ

う
。
傍
聴
可
能
。

ま
さ
に
全
国
「
ワ
ー
ス

ト
２
」
の
汚
名
を
晴
ら
す

べ
く
、
仁
木
町
議
・
町
民

一
丸
と
な
っ
て
、
健
全
で

健
康
で
賢
明
な
町
の
再
建

作
り
に
邁
進
せ
ら
れ
ん
こ

と
を
。

統
一
地
方
選
挙
、
新
た

な
る
「
町
議
選
」
も
、
七

月
か
ら
始
ま
る
。
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